
 POTT研修会だより ３ 

日本食看護研究会 第２回研究会 （東京都） 

 

日時 2016年３月19日 1０時～16時 00分 

場所 東京女子医科大学看護学部 （東京都）  

内容 POTTプログラムの伝承 

参加者  50名 

プログラム ポスター参照 

午前中は講演、午後はポジショニングを食事

介助の演習でした。看護実習室へベッドと車

いすや枕などがしっかりと整えられていま

した。足底接用用シート（フラップ付きカバ

ー）も準備されており、同じ条件で演習がで

きました。昼休みにポジショニングの自己チ

ェックをして開始。７台のベッドへ１グルー

プ4人で、患者役、看護師役を体験しながら

進めました。 

 

＜ポイント＞ 

・最初にベッド上での寝姿勢を正中に整える。ベッドの屈曲部より臀部の位置を上に

することが、ズレ予防となる。ベッドによっては、頭がベッド上部柵に当たってし

まうことがあり、枕は縦に使うとよい。 

・正確なリクライニング位（体幹角度）を取る。スタートは「いつもやっているリク

ライニング30度」から開始しました。ほぼ全グループで低目の角度でした。30

度は、食物が食道に重力により流れ込む角度であり、誤嚥を予防します。通常30

度設定が２０度前後となる傾向がみられるため、POTTプログラムではその点をポ

イントとしています。 

・上肢のサポートと足底接地を確実に実施する。POTT姿勢でリクライニング位30

度を取った後、上肢の枕を取り、足底シートを取ると「食べる気がしない」「結構つ

らい」「ずり落ちる感じがする」等の声がありました。 

・患者の立場になり、想像力を働かせる。頭部や背部の調整にバスタオルを使ってみ

ました。両端をクルクルと巻き込み挿入すると、安定感がでます。 

 

次のセッションは、ナーシングホーム気の里施設長田中靖代先生の講義と演習。自身

の体験から考案された“リードスプーン”を使って演習。ポジショニングをしてバナ

ナを食べてもらうという設定。バナナに水を唾液代わりに少量追加することで、口内



を通過しやすくなること等、学ぶ点が多くあり。心にトライされていました。参加者

の方々の真剣なまなざしや笑顔、主催者の方々のさりげない気配りも行き届き、あっ

という間に時間が過ぎました。東京はむろん秋田、宮城から愛媛まで全国から参加が

あったそうです。食看護を学問として探求されている方々の、熱い思いを感じた日で

もありました。2回目に“ポジショニングの技術伝承”を入れていただけたことに、

感謝です。 

  

 

 

リクライニング位30度のデモ         リクライニング位60度（自力摂取）     

 

参加者は、年代やや高め、そして元気！。それだけに職場で影響力があり、 

POTTプログラムの技術伝承の可能性が大！と期待をしました。 

―演習指導 迫田・摂食嚥下障害看護認定看護師Kさんー 


